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議 会 報 告 会 報 告 書 
 

令和７年４月 11日  

 

 

小田原市議会議長 

大 川   裕 様 

 

報告者 議会広報広聴常任委員長 

             鈴木 和宏 

 

 

議会報告会（議場見学会）の結果について、次のとおり報告いたします。 

 

日  時 令和７年１月 22日（水曜日）午前９時 55分 ～ 午前 11時 05分 

場  所 小田原市役所 議場 

出 席 者 
小 谷 英次郎 清 水 隆 男 角 田 真 美 中 野 正 幸 

北 森 明日香 大 川 晋 作   

参加人数 40名（下中小学校６年生児童 37名、担任教諭３名） 

内容 

小田原市議会基本条例では、市民の意見を議会の審議や政策立案に生かすため、議会

報告会や市民アンケートのほか、多様な媒体を活用し、広報広聴の充実を図るものと

定められています。 

そのような中、これまで要望に応じて対応を行ってきた議場見学会は、議会報告会と

同様に議会活動の報告という広報の面と、意見交換による広聴の面があることから、

令和３年度からは議会報告会の一つの形として以下のとおり実施しました。 

 

内容 

・市議会議員から児童に対し、市議会や議場に関する説明 

・議長室や傍聴席といった、議場以外の施設の見学 

・議員に対する質疑応答 

主な質疑・意見等 裏面参照 

そ の 他  
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＜主な質疑等について＞ 

 

【質疑】教育のデジタル化とは、どんなものですか 

【回答】令和３年度から学習用 PC が配布されましたが、その中でのコンテンツとか使い勝手のレベルアップと

かしていきたいです 

【質疑】観光応援とは、どういった取り組みですか 

【回答】小田原にはお城や海、梅など観光名所がたくさんあります。多くの観光客が訪れるよう様々な施策を考

えていきます 

【質疑】普段は何をしているのですか 

【回答】視察、市民の声を聞く、勉強、出張、SNSの更新などです 

【質疑】議会は週に何回開催するのですか 

【回答】決まっていません。定例会の時期は決まっています。現在は閉会中です。閉会中にも委員会が開催され

ていますが、その回数も決まっていません 

【質疑】どうすれば世の中の人に小田原を知ってもらえると思いますか 

【回答】発信が大事だと思います 

【質疑】議会はだれが開くのですか 

【回答】議長です 

【質疑】議員定数はどうやって決まるのですか 

【回答】現在 27名ですが、昨年 1名お亡くなりになり 26名で運営しています。改選前には議会で増減を決めな

おすことになると思います 

【質疑】大雨が降った時や降る前の対策はどんなことをしていますか 

【回答】風水害に備えてハザードマップを作成したり、川の水位を人が直接行かなくてもデジタルセンサーをと

りつけて情報が入るようにしています  


